














要約:障害を持った子供を育てていくときに,そのスタートラインである,障害の事実を受

容するまでには種々のストレスフルな出来事があり,母親,家族は各々の危機対処プロセス

を経る。今回,10 事例を胎児診断から生後 1 年までの出来事と対処,社会的支援について

調査した。その結果,受容の節目(CRISIS-PERI0D)のうち重要なものは,胎児診断,出産後告

知,児との対面,授乳開始であった。また,児との対面から生後 1 週間までの早期に受容し

問題解決志向に転じていることがわかった。受容に影響する因子としては,授乳開始,児へ

のケア,夫の支援,医療者のかかわりがあげられた。


